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後も大変向上した.私 が開業する時,高 木教授は,中 村君,腎 臓迄はやつてよいが前立腺
には手をつけるなよといわれた.それは当時の前立腺の死亡率は非常に高かつた か らで あ













つた様に双方から親類か友人が迎えに来て男と女は西と東に連れ去 られ るが,死 線を越えた
2人は側の人の云うなりに簡単に別れて行 く.其後になって是非結婚したいと頑張 り,許さ
れない時は再度心中をはかる程の意志強固のものは居ない様で,昨 日は昨日,今 日は今 日の
雨がふるといつた風である.自殺に用いる薬は大低睡眠薬プロパ リン系統が最も多い 一日





であつたのが,遊 覧客から餌を貰 う様になつてから最近は千匹近 くに殖えたとの事 である.
レヂャーブームというか別府を訪れる観光客は年々増して近年は六百万人以上との事,又 外
人の御客も多 くなつた.学会に招聰 された外人教授も帰国の途路,別 府を訪れる者が多 く,
その際 日本の開業医の模様を見たいとて私の病院を尋ねてくれる人もある,豪奢なホテルの
増築,ゴ ルフ・ロープウエイ,ヨ ッ ト,スケー ト場,各 種スポーッ場の増設其他至れ り尽せ
りの遊覧施設を見て,ま るで戦勝国の様だと評する外人もいるが,考 えて見ると戦後 日本人
は少し贅沢になつた様な気もする.齢既に還歴を過ぎて数年,そ ろそろ引退 してはどうかと
友人からすすめられるが,メ スを持っ身は恰も画家が筆を持つのと同じで,治療によつて苦
痛をのがれ起死回生快癒 し感謝の言葉を受ける時の心境は画家が画を書き上げ得た時の喜び
に数倍するものがあろう 患者は命を堵 しての頼みである丈けにメス取る術者も真剣で心の
緊張之れに越 したものはあるまい 精神の緊張が長命術の第1条伴である事はよく精神科医
の言う所である.隠居して気が楽になつて急に体が弱つたという話をよく聞 く事である.だ
から私も働ける丈け働いて健康を保持し度い考えである.
別府に・一タリークラブが発足してから今年で丁度10年になる.現在会員50人で其の内の
10人が満10年間皆勤無欠席者である.私も其の1人 である.10年はおろか20年も健康で皆勤
し度いと念願している.それには心の緊張が第一ではなかろうか.
開業していても興味ある症例は相当出合うが雑務に追われて論文とまとめるまでに至らな
いで症例報告で御茶をにごす程度である.然し学会には出来る丈け多 く出席して時代の趨勢
に後れない様につとめている.願 くば大学の先生方も出来 る丈け地方学会に御出向されて暇
のない開業医の為めに再教育的講演を度々聴かして戴 く様熱望して筆を掬きます
